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授業テーマ
発達障害（ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症・アスペルガー症候群等）の基礎理解と、一人ひとりの実態把握及び
特性に応じた指導・支援法の実際について学ぶ。

目的と概要

発達障害（ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等）の子ども一人一人の教育的ニーズに応じて適切な指導及び必要
な支援を行うためには、特別支援教育の基本的な知識と、さまざまな指導法の技能習得が必要である。指導に
あたっての心構えと子どもの細かな反応を読み取る感性（気づき）の高め方、子どもの見方・特性のとらえ方、
具体的な指導の方法、個別の指導計画の作成手順等についての理解を深めることを目標とする。

成績評価法
毎回の授業での提出課題（15回×５点＝75点）、課題レポート①（10点）、課題レポート②（15点）により総合的
に評価する。

テキスト 随時プリント資料を配布する。

参考書 必要に応じて適宜紹介する。

履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

  １．特別支援教育についての基礎的理念と支援体制（校内支援体制・特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ・巡回相談等

　２．ＬＤの理解と支援について　

　３．ＡＤＨＤの理解と支援について　　　　

　４．高機能自閉症の理解と支援について　　　　

　５．アスペルガー症候群の理解と支援について　　　　　　　　

　６．学習面や行動面における気づき・実態把握から支援への展開に向けて（気づきから支援開始までの手順）

　７．通常の学級における個別の指導計画の作成と評価（個別性と集団性・チームアプローチの重要性）

　８．学習面・行動面での著しい困難を示す子どもへの対応（事例を通して）

　９．ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の特性に応じた指導法の実際（１）　検査法（WISCーⅢ、K-ABC）
　　　　　　　
１０．ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の特性に応じた指導法の実際（２）　教科指導、ＳＳＴの実際

１１．実践アクセス講義（ゲスト・ティーチャー）　小学校の特別支援教育コーディネーターから学ぶ

１２．通常の学級における指導・支援の実際　　　　　　

１３．特別支援教育コーディネーターの役割と関係機関と連携した校内支援体制の確立　　　　　　　　

１４．発達障害のある子どもへの指導の実際（幼稚園・小中学校・高等学校の指導事例を通して）
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